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団体の部

成績 分団・部名（地区）

優　 勝 第3分団第2部（春里東南部）

第 2 位 第2分団第2部（下恵土）

第 3 位 第3分団第1部（春里北西部）

第 4 位 第1分団第1部（広見西部）

第 5 位 第3分団第3部（帷子西部）

第 6 位 第2分団第1部（今渡）

個人の部（優秀賞）

氏名（敬称略） 分団・部名（地区）

指揮者 土田　昌義 第3分団第2部（春里東南部）

1番員 大澤　寛知 第3分団第2部（春里東南部）

2番員 山田健太郎 第3分団第1部（春里北西部）

3番員 世古　勝平 第3分団第2部（春里東南部）

4番員 二俣　　功 第3分団第2部（春里東南部）

2広報かに 2009.7.13 広報かに 2009.7.1

5
月
31
日
、消
防
団
員
の
消
防
技
術
の
向
上
と
士
気
の
高
揚
を
図
り
、

現
場
に
お
い
て
迅
速
で
適
切
な
消
火
活
動
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
、

第
28
回
可
児
市
消
防
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
雨
の
た
め
テ
ン
ト
の
中
で
の
開

会
式
と
な
り
ま
し
た
が
、
競
技
開
始
と
同
時

に
雨
も
上
が
り
、
可
児
市
消
防
団
16
部
の
出

場
隊
員
が
、
約
1
カ
月
半
に
及
ぶ
訓
練
の
成

果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
指
揮
者
の
号
令
か
ら
放
水
に

よ
り
的
を
倒
す
ま
で
の
所
要
時
間
、
規
律
や

節
度
、
安
全
性
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
な
ど
を
競

い
合
い
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
団
員
の
家
族
や
一
般
市
民
ら
も

訪
れ
、
気
迫
の
こ
も
っ
た
動
き
に
拍
手
や
声

援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

消
防
団
員
が
、
消
火
技
術
の
向
上
と
迅
速

な
消
火
の
た
め
、
必
要
な
技
術
を
身
に
付
け

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
う
も
の
で
す
。

　

防
火
水
槽
か
ら
水
を
く
み
、
火
点
（
的
）

に
向
か
っ
て
2
線
放
水
（
ホ
ー
ス
3
本
を
つ

な
ぎ
2
経
路
で
水
を
出
す
こ
と
）
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
的
を
倒
す
ま
で
の
時
間
と
節
度
を
競

う
も
の
で
、
火
事
現
場
で
身
の
安
全
を
確
保

す
る
上
で
も
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
訓
練

で
す
。

　

優
勝
し
た
第
3
分
団
第
2
部
は
、
8
月
2

日
に
飛
騨
市
で
行
わ
れ
る
岐
阜
県
消
防
操
法

大
会
に
出
場
し
ま
す
。

指 

揮
者　

操
作
の
指
示
を
す
る
な
ど
、
消
火

活
動
の
指
揮
を
と
り
ま
す
。

1 

番
員　

真
っ
先
に
火
点
に
向
か
っ
て
走
っ

て
行
き
、
放
水
し
ま
す
。

2 

番
員　

第
1
線
で
は
2
本
の
ホ
ー
ス
を
延

ば
し
、
伝
令
役
と
し
て
走
り
ま
す
。
第
2

線
で
は
、
火
点
に
放
水
し
ま
す
。

3 

番
員　

4
番
員
と
と
も
に
吸
管
を
水
槽
に

投
入
し
、
火
点
で
ト
ビ
口く
ち

を
構
え
ま
す
。

第
2
線
で
は
2
本
の
ホ
ー
ス
を
延
ば
し
伝

令
役
と
し
て
走
り
ま
す
。

4 

番
員　

運
転
手
と
し
て
消
防
車
を
操
作

し
、
水
を
送
り
ま
す
。

補 

助
員　

吸
管
を
押
さ
え
て
水
を
く
む
た
め

の
補
助
を
行
い
ま
す
。

　

5
月
初
め
か
ら
中
旬
に
か
け
て
、
近
隣
市

町
で
多
く
の
不
審
火
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

市
内
で
は
1
件
の
不
審
火
が
発
生
し
ま
し

た
が
、
自
治
会
等
の
見
ま
わ
り
や
、
消
防
団

が
訓
練
後
に
警
戒
を
し
た
こ
と
も
あ
り
、
大

事
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
後
も
、
家
の
周
囲
に
燃
え
や
す
い
も
の

を
置
か
な
い
な
ど
、
各
ご
家
庭
で
も
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

消
防
団
は
新
入
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

20
歳
以
上
の
皆
さ
ん
、
一
緒
に
私
た
ち
の

街
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

問
合
先　

防
災
安
全
課

　やりました！優勝！！

　第3分団第2部として3年

ぶり、7度目の優勝を勝ち

取ることが出来ました。これも、地域の皆さん、

OB、家族、そして指導してくださった可茂消防

西可児分署職員皆さんのおかげです。部を代表し

てお礼を申し上げます。

　私は過去に、団員（2番員）として2度の優勝を

経験していますが、今回は班長という立場で指揮

者を任命され、隊員の心身に気を配りながらチー

ムが一致団結できるよう訓練を行ってきました。

その結果、最高のチームができ、優勝できたこと

を本当にうれしく思います。

　2カ月の訓練期間中、自分についてきてくれた

部のみんなには、感謝の気持ちで一杯です。

　今後は、この経験を生かして地域住民の生命財

産を守るべく精進するとともに、8月2日に飛騨市

で行われる岐阜県消防操法大会に向けて可児市消

防団の代表として恥じぬよう、訓練を積んでいき

ますので、今後も皆さんのご支援ご協力をお願い

します。

第3分団第2部 指揮者　土 田　昌 義 さん
　　　【団体の部　優勝　個人の部　優秀賞】


